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無
期
懲
役
受
刑
者
の
仮
釈
放
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

刑
法
第
二
十
八
条
は
、
「
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
に
改
悛
の
状
が
あ
る
と
き
は
（
中
略
）
無
期
刑
に
つ
い
て
は
十

年
を
経
過
し
た
後
、
行
政
官
庁
の
処
分
に
よ
っ
て
仮
に
釈
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
お
り
、
改
悛
の
状
の
あ
る
無
期

刑
受
刑
者
を
、
終
身
拘
禁
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
。 

 

平
成
十
六
年
の
刑
法
改
正
前
で
は
、
有
期
刑
の
最
長
は
二
十
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
無
期
刑
受
刑
者
の
多
く
は
、
服
役
十

五
年
ほ
ど
で
仮
釈
放
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
年
に
は
、
百
十
四
名
の
無
期
刑
受
刑
者
が
仮
釈
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
で
、
服

役
二
十
年
を
超
え
て
い
た
者
は
、
わ
ず
か
五
名
で
あ
っ
た
。 

 

平
成
の
時
代
に
な
っ
て
、
犯
罪
被
害
者
が
声
高
く
厳
罰
化
を
訴
え
た
。
最
高
検
察
庁
は
、
そ
の
声
に
応
え
る
た
め
、
法
律
に

基
づ
か
ず
に
、
平
成
十
年
六
月
十
八
日
に
最
高
検
検
第
八
百
八
十
七
号
次
長
検
事
発
検
事
長
・
検
事
正
宛
て
依
命
通
達
「
特
に

犯
情
悪
質
等
の
無
期
懲
役
刑
確
定
者
に
対
す
る
刑
の
執
行
指
揮
及
び
そ
れ
ら
の
者
の
仮
出
獄
に
対
す
る
検
察
官
の
意
見
を
よ
り

適
正
に
す
る
方
策
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
次
長
検
事
通
達
」
と
称
す
）
を
発
出
し
た
。 

 

次
長
検
事
通
達
は
、
法
律
に
基
づ
か
な
い
通
達
で
あ
っ
た
の
で
、
非
公
開
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
暴
露
さ
れ
た
の
は
、
朝
日
新

聞
の
平
成
十
四
年
一
月
八
日
夕
刊
の
記
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
検
察
が
い
わ
ゆ
る
マ
ル
特
事
件
と
指
定
し
た
無



 

２ 

 

期
刑
受
刑
者
に
つ
い
て
は
「
終
身
か
、
そ
れ
に
近
い
期
間
、
服
役
さ
せ
る
べ
き
」
と
明
記
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
無
期

刑
受
刑
者
の
誰
が
、
マ
ル
特
事
件
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
は
、
本
人
に
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
古
畑
恒
雄
弁
護
士
（
元
法
務

省
保
護
局
長
）
が
支
援
し
て
い
る
吉
野
受
刑
者
は
、
マ
ル
特
事
件
に
指
定
さ
れ
た
無
期
刑
受
刑
者
で
あ
る
可
能
性
が
否
め
な
い

が
、
彼
に
そ
の
事
実
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

平
成
十
六
年
の
刑
法
改
正
で
、
有
期
刑
の
最
長
は
三
十
年
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
世
論
を
考
慮
し
て
厳
罰
化
を
先
取
り

し
た
次
長
検
事
通
達
は
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

平
成
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
更
生
保
護
法
第
三
十
四
条
第
一
項
で
は
、
刑
務
所
長
は
、
無
期
刑
受
刑
者
に
つ
い
て
も
「
期
間

が
経
過
し
、
か
つ
、
法
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
（
更
生
保
護
）
委
員
会
に
対
し
、
仮
釈

放
を
許
す
べ
き
旨
の
申
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
千
葉
刑
務
所
で
四
十
年
以
上
服
役
し
て
い

る
吉
野
受
刑
者
は
、
令
和
五
年
五
月
の
運
動
会
で
受
刑
者
代
表
と
し
て
選
手
宣
誓
を
し
て
い
て
、
刑
法
第
二
十
八
条
で
規
定
し

て
い
る
仮
釈
放
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
千
葉
刑
務
所
長
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
、
関
東
地
方
更
生
保
護
委

員
会
に
対
し
、
「
仮
釈
放
を
許
す
べ
き
」
旨
の
申
出
を
し
て
い
な
い
。 

 

平
成
二
十
一
年
三
月
六
日
の
法
務
省
保
護
局
長
通
達
（
法
務
省
保
観
第
百
三
十
四
号
、
以
下
、
「
保
護
局
長
通
達
」
と
称



 

３ 

 

す
）
で
は
、
無
期
刑
受
刑
者
の
仮
釈
放
審
理
に
当
た
っ
て
は
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
き
、
か
つ
、
被
害
者
等
に
つ
い
て
は
面
接

等
調
査
を
す
る
こ
と
、
無
期
刑
受
刑
者
の
仮
釈
放
審
理
は
刑
事
施
設
の
長
か
ら
の
申
出
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
刑
の
執
行

開
始
日
か
ら
三
十
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
経
過
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
職
権
に
よ
る
仮
釈
放
審
理
を
行
う
旨
記
載
し
て
い

る
。
し
か
し
、
吉
野
受
刑
者
は
、
四
十
年
以
上
服
役
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
権
に
よ
る
仮
釈
放
審
理
を
受
け
て
い
な

い
。 

 

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
無
期
刑
受
刑
者
の
多
く
は
、
仮
釈
放
を
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
新
規
に
仮
釈
放

を
認
め
ら
れ
た
無
期
刑
受
刑
者
は
、
令
和
元
年
の
十
六
名
か
ら
、
二
年
の
八
名
、
三
年
と
四
年
の
七
名
、
そ
し
て
、
令
和
五
年

に
は
五
名
へ
と
激
減
し
て
い
る
。
仮
釈
放
を
認
め
ら
れ
た
者
の
平
均
刑
期
は
、
令
和
元
年
が
三
十
六
年
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

令
和
四
年
に
は
四
十
五
年
三
か
月
と
延
び
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
よ
る
、
無
期
刑
受
刑
者
の
仮
釈
放
の

許
否
の
判
断
が
な
さ
れ
た
の
は
、
三
百
八
十
五
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
す
べ
て
刑
務
所
長
の
申
出
に
よ
る
審
理
と
仮
定
し

て
も
、
各
刑
務
所
長
は
、
年
平
均
三
十
九
件
し
か
申
出
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
令
和
五
年
末
の
刑
務
所
在
所
の
無
期



 

４ 

 

刑
受
刑
者
数
は
千
六
百
六
十
九
名
で
あ
る
。
な
ぜ
、
年
平
均
三
十
九
件
と
い
う
よ
う
な
わ
ず
か
な
件
数
し
か
、
刑
務
所
長
が

審
理
の
申
出
を
し
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

吉
野
受
刑
者
は
、
刑
法
第
二
十
八
条
で
規
定
し
て
い
る
仮
釈
放
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
千
葉
刑
務
所

長
は
、
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
「
仮
釈
放
を
許
す
べ
き
」
旨
の
申
出
を
一
度
も
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
を
伺
い
た

い
。 

三 

平
成
二
十
六
年
か
ら
令
和
五
年
の
間
に
、
全
国
の
地
方
更
生
保
護
委
員
会
が
無
期
刑
受
刑
者
の
仮
釈
放
に
つ
い
て
審
理
し

た
三
百
八
十
五
件
の
う
ち
、
「
許
可
し
な
い
」
と
決
定
し
た
の
は
、
三
百
二
名
（
七
十
八
・
四
％
）
で
あ
る
。
不
許
可
率

が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
高
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。 

四 

保
護
局
長
通
達
に
よ
っ
て
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
は
、
刑
の
執
行
開
始
日
か
ら
三
十
年
を
経
過
し
た
と
き
、
職
権
に
よ

る
仮
釈
放
審
理
を
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
野
受
刑
者
は
、
服
役
三
十
年
お
よ
び

四
十
年
の
時
点
で
、
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
の
職
権
に
よ
る
審
理
を
受
け
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。 

五 

國
學
院
大
學
名
誉
教
授
の
横
山
實
氏
は
、
令
和
五
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
國
學
院
法
學
六
十
巻
四
号
で
、
「
無
期
受
刑
者

の
仮
釈
放
問
題
：
殺
人
犯
は
、
刑
務
所
内
で
死
ぬ
べ
き
な
の
か
」
と
い
う
論
稿
で
、
平
成
十
年
に
発
せ
ら
れ
た
次
長
検
事
通



 

５ 

 

達
の
廃
止
を
要
望
し
て
い
る
。
同
通
達
の
廃
止
が
で
き
な
い
理
由
を
伺
い
た
い
。 

六 
次
長
検
事
通
達
は
、
法
律
に
基
づ
か
な
い
通
達
で
あ
っ
た
の
で
、
行
政
府
に
よ
る
立
法
権
の
侵
害
と
思
わ
れ
る
。
行
政
府

の
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
は
、
同
通
達
に
よ
る
立
法
権
の
侵
害
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


